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シンクロニシティ・プログラム 配布資料 

Living Synchronicity（シンクロニシティの中で生きる） 

参加者用ハンドアウト 

 

シンクロニシティの中で生きる：実践ガイド 

 

シンクロニシティの中で生きるとは何か 

シンクロニシティの中で生きるとは、気づき（進化するスピリット）が、潜在意識に由来

する未解決の内的葛藤から生じた感情的エネルギーに絡め取られることなく、意識

（永遠の魂）と澄んだ協働関係に入ったときに自然に現れる状態です。 

この状態では、人生は「管理するもの」ではなく、自然に展開していくものとして体験さ

れます。 

シンクロニシティは探しに行くものではありません。 

幼少期の刷り込みによる干渉が弱まったとき、自然と明らかになります。 

 

シンクロニシティではないもの 

• 偶然探しではありません 

• サイン・象徴・予測ではありません 

• 魔法的思考ではありません 

• スピリチュアルを装ったコントロールでもありません 
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外的な力に合わせ続けようとする努力が常にあると、シンクロニシティのシンプルさは

崩れてしまいます。 

 

内側の仕組み 

肉体 

• 先祖の記憶と生存パターンを保持している 

• 未解決の過去が活性化していると、今この瞬間の気づきより先に反応する 

スピリット（気づき） 

• パターン・タイミング・意味の関連性を知覚する 

• 判断や「正しくありたい」という欲求によって歪められる 

魂（意識） 

• 時間を超えて機能する 

• 整合性・中立性・非局所的な知をもたらす 

シンクロニシティの中で生きることは、気づきが肉体の過去の反応に引き込まれなく

なり、意識と協働するところに安らぐときに始まります。 

 

シンクロニシティの中で生きているサイン 

• 切迫感が減り、正確さが増す 

• 説明が減り、明確な理解が増える 

• 出会いが「偶然」ではなく「配置された」ように感じられる 

• 決断が静かで明白に感じられる 

• 行動する前に抵抗が消えている 

もし人生がドラマチックに感じられるなら、まだ押し進めています。 
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シンクロニシティの流れを中断するもの 

• 判断（特に自己判断） 

• 結果への感情的執着 

• 正しくあろうとする依存 

• 気づく代わりに解釈すること 

• 気づきが落ち着く前に行動すること 

 

日常への統合 

• 反応する前に一度止まる 

• 感覚の背後に気づきを落ち着かせる 

• 動きを強制するより、タイミングに気づく 

• 次の一歩が「完了している」と感じられるときだけ行動する 

 


